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津奈木町ホームページ：http://portal.kumamoto-net.ne.jp/town_tsunagi/

◎社会福祉協議会へ
【香典返し】
地区名　　世帯主･喪主 　故　人
平国下　　村上信子　　　勇一
古中尾　　長原亮輔　　　カネ子
倉　谷　　大森シズコ　　實人
大　泊　　諌山洋　　　　三秋
平国上　　長濵巖　　　　勝喜
桜　戸　　齋藤さ美子　　清児
平国下　　福山一也　　　信義
古中尾　　澤井徹也　　　カヤ
　以上の方から金一封をご寄附いた
だきました。ご意志に添い有効に活
用させていただきます。また、故人
のご冥福を心からお祈り申し上げま
す。

ご寄附・ご芳志お礼
（敬称略）

町の人口と世帯数
（平成20年２月１日現在）
人口総数　5,474　（＋　5）
（男）　　　2,595　（＋　4）
（女）　　　2,879　（＋　1）
世帯数　　2,012　（＋　1）
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ない　と　ざい　ぶ　やました 　か　すみ

戝部  騎士くん
（町中地区）

平成19年７月21日生まれ

パパ 聖二さん　ママ 美奈子さん パパ 孝浩さん　ママ 朋子さん

山下  香澄ちゃん
(上下門地区）

平成18年５月27日生まれ

お散歩が大好きで
す。元気で心の優
しい子に育って
ね。

春から保育園。友
達がたくさんでき
るといいね。

のさりのきもち日録
　結婚記念日にも、重ねた年数によってそ
れぞれ名前があるのをご存知ですか？結
婚５年目は木婚式というそうで、これに
は「夫婦がやっと１本の木のように一体
になる」という意味が込められているそう
です。なぜこんな話かというと、かくいう
私も３月２日で結婚５周年を迎えることに
なりました。夫婦生活は「お互いの絆を深
めるためのつら～い共同作業だ」なんてこ
とを言いますが、結婚記念日をきっかけに
夫婦のあり方について、もう一度考えてみ
るのもいいかもしれませんね。ナンチャッ
テ！（daisaku）

国際交流プログラムin津奈木
早稲田大学地域体験プログラム

　２月15日から17日まで３日間、早稲田大学の留学生２人が町を訪
れました。初日は津奈木中学校との交流事業や四季彩の見学などを実
施。２日目と３日目は、美術館や亀萬酒造、水俣病資料館の見学など
を行いました。
　このプログラムは、留学生に日本の地域の暮らしや文化を体験して
もらおうと早稲田大学が実施しているもので、本町での受け入れは今
年で10回目になります。留学生のお二人は、東京とは違った本町の
自然豊かな風景を大変気に入ったようで、しきりに写真におさめてい
ました。
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←
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し
た
。

　当プログラムに御協力いただきました津奈木中学校をはじめ、亀萬酒造、
青年団、そして何よりホームステイを受け入れていただきましたご家族のみ
なさま、そのほか御協力くださいました全ての方々に感謝申し上げます。本
当にありがとうございました。

さくら団地好評分譲中！
役場裏「さくら団地」（全56区画）
好評分譲中！
・坪単価52,000円～
・１区画あたり面積72坪～
●詳細については、総務課企画
財政班☎78-3111（216）まで


